
三
宅
正
浩
著

『
近
世
大
名
家
の
政
治
秩
序
』木
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博
　
成

　
本
書
は
三
宅
正
浩
に
よ
る
初
の
論
文
集
で
、
二
〇
〇
八
年
に
京
都
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
か
ら
学
位
を
受
け
た
博
士
論
文
に
新
稿
を
加
え
、
再
構
成

し
た
も
の
で
あ
る
。
一
読
し
て
、
二
五
万
石
余
を
領
し
た
徳
島
藩
蜂
須
賀
家

を
主
対
象
に
据
え
な
が
ら
、
幕
藩
領
主
に
共
有
さ
れ
た
秩
序
を
見
通
そ
う
と

し
た
意
欲
作
で
、
近
年
の
日
本
近
世
史
研
究
に
あ
っ
て
普
遍
性
に
拘
っ
た
労

作
と
見
受
け
た
。
論
証
に
関
し
て
は
書
状
の
発
給
年
次
の
検
討
と
い
っ
た
手

続
き
を
経
る
な
ど
堅
実
で
、
政
治
を
担
う
人
々
の
意
識
を
も
射
程
に
し
た
骨

太
の
政
治
史
の
成
果
と
見
た
。

　
以
下
、
ま
ず
は
各
章
ご
と
に
内
容
を
確
認
し
て
雑
感
を
加
え
、
つ
い
で
本

書
全
体
に
関
し
て
そ
の
意
義
・
疑
問
点
を
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
本
書

に
つ
い
て
は
三
宅
が
3
1
題
す
る
噛
千
鶴
に
よ
る
も
の
、
ほ
じ
め
、
複
数
の

書
評
が
す
で
に
公
に
さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

　
〈
序
章
〉
「
近
世
大
名
家
研
究
の
課
題
と
本
書
の
構
成
」
で
は
、
一
九
五

〇
年
代
以
降
の
藩
政
（
制
）
成
立
に
関
わ
る
研
究
史
に
触
れ
た
上
で
、
八
○

年
代
以
降
に
武
家
社
会
に
注
目
し
た
大
名
家
研
究
が
立
ち
現
れ
、
二
〇
〇
〇

年
代
に
入
っ
て
「
尾
張
藩
社
会
」
「
（
岡
山
）
藩
世
界
」
や
高
野
信
治
「
藩
領

社
会
」
な
ど
の
統
合
化
の
動
き
が
出
て
き
た
と
整
理
す
る
。
そ
れ
ら
を
受
け

三
宅
は
藩
を
語
る
上
で
の
前
提
と
し
て
、
中
核
に
あ
る
大
名
家
の
成
立
を
論

じ
る
必
要
性
を
提
起
し
、
本
書
が
大
名
家
研
究
で
あ
る
と
宣
言
す
る
。
中
で

も
近
世
大
名
家
（
幕
藩
領
主
）
に
通
回
す
る
共
逓
性
を
示
し
た
い
と
し
、
具

体
的
に
は
家
老
政
治
の
分
析
を
課
題
に
挙
げ
る
。

　
〈
第
1
章
〉
「
近
世
蜂
須
賀
家
の
「
家
中
」
形
成
と
証
入
制
一
大
名
家
に

お
け
る
家
老
の
位
罎
」
は
、
藩
主
を
頂
点
に
編
成
さ
れ
た
家
臣
団
1
1
近
世
大

名
「
家
中
」
の
形
成
過
程
を
、
将
軍
f
大
名
－
家
老
の
三
者
関
係
の
中
で
捉

え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
家
老
な
ど
大
名
家
臣
の
子
弟
を
質
と
し
て

江
戸
に
送
る
証
人
制
（
寛
文
期
ま
で
存
続
）
が
、
「
家
老
」
家
格
の
形
成
を

促
し
た
面
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
家
老
が
幕
府
公
儀
の
世
界
の
中
に
自
ら

の
位
置
を
見
出
そ
う
と
し
た
寛
永
段
階
と
「
家
中
」
に
組
み
込
ま
れ
た
寛
文

段
階
の
差
が
強
調
さ
れ
、
「
家
中
」
の
形
成
に
伴
い
実
質
的
な
権
限
が
家
老

に
移
り
、
藩
主
が
権
威
化
し
た
と
い
う
。
「
御
家
」
「
家
中
」
、
そ
れ
に
「
家

老
」
家
格
の
形
成
を
～
体
の
も
の
と
し
て
捉
え
、
そ
の
先
に
藩
政
の
成
立
を

見
よ
う
と
す
る
本
章
の
視
角
は
本
書
全
体
を
貫
く
。

　
〈
第
2
章
〉
「
近
世
初
期
大
名
家
電
屠
政
治
考
f
蜂
須
賀
蓬
庵
の
場
A
品

は
、
三
宅
が
近
世
初
期
特
有
の
政
治
構
造
と
み
る
隠
居
政
治
を
取
り
上
げ
た

も
の
で
あ
る
。
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
の
僧
庵
隠
居
か
ら
寛
永
一
五
（
一

六
一
二
八
）
年
の
死
去
ま
で
を
四
期
に
分
け
た
上
で
、
隠
居
政
治
を
「
隠
居
後

も
公
儀
や
他
大
名
と
の
関
係
を
保
ち
続
け
て
幕
藩
関
係
の
安
定
化
に
つ
と
め
、

そ
う
し
た
幕
藩
領
主
世
界
に
お
け
る
位
置
を
背
景
に
、
家
中
の
意
識
改
革
を

行
い
、
藩
主
中
心
の
家
中
一
体
化
を
図
っ
た
も
の
」
（
八
八
頁
）
と
ま
と
め

る
。
従
来
、
隠
居
政
治
に
つ
い
て
は
細
川
三
斎
（
隠
居
）
・
羅
利
（
当
主
）

の
事
例
が
よ
く
知
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
三
斎
が
藩
主
権
力
の
確
立
に
果
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評∫臣
障1

た
し
た
役
割
が
述
べ
ら
れ
る
一
方
、
熊
本
転
封
後
に
隠
居
家
督
の
世
襲
化
を

国
論
む
な
ど
、
藩
政
を
確
立
す
る
上
で
の
足
か
せ
に
な
っ
た
側
面
も
指
摘
さ

　
　
　
②

れ
て
き
た
。
こ
れ
に
比
べ
て
蜂
須
賀
家
の
場
合
、
蓬
庵
が
「
家
中
」
形
成
に

果
た
し
た
役
割
が
終
始
大
き
く
描
か
れ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
当
の
蓬
庵

は
元
和
六
（
一
六
二
〇
）
年
時
に
「
我
等
義
弐
拾
三
ケ
年
以
前
令
隠
居
候
故
、

家
中
之
善
悪
曾
而
不
相
聞
」
（
三
五
頁
）
と
し
、
三
宅
が
蓬
庵
中
心
と
見
る

時
期
に
お
い
て
も
、
自
身
が
藩
政
か
ら
遊
離
し
て
い
た
と
強
調
し
て
み
せ
る
。

三
宅
の
い
う
隠
居
政
治
は
少
な
く
と
も
当
の
隠
居
に
と
っ
て
盛
ん
に
喧
伝
す

べ
き
も
の
で
な
か
っ
た
模
様
で
、
隠
居
政
治
を
め
ぐ
る
当
時
の
認
識
が
垣
間

見
え
る
よ
う
に
思
え
た
。

　
〈
補
論
1
＞
「
「
秋
長
扁
書
状
の
年
代
比
定
を
め
ぐ
っ
て
1
関
ヶ
原
合
戦
と

蜂
須
賀
家
政
」
は
、
秋
風
（
家
政
1
1
蓬
庵
）
書
状
の
年
代
を
慶
長
五
年
に
比

定
し
直
し
、
関
ヶ
許
与
戦
後
の
徳
川
側
の
全
國
的
軍
事
行
動
の
一
環
と
し
て
、

家
政
に
よ
る
土
佐
出
兵
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ

る
。　

〈
第
3
章
〉
「
近
世
前
期
蜂
須
賀
家
と
親
類
大
名
井
伊
直
孝
－
幕
藩
関
係

に
お
け
る
役
割
を
中
心
に
」
は
、
幕
閣
に
連
な
る
親
類
井
伊
直
孝
が
藩
主
に

行
っ
た
指
南
を
分
析
し
、
蜂
須
賀
家
に
と
っ
て
直
孝
が
家
中
統
制
・
対
幕
関

係
の
面
に
お
い
て
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
本

章
で
は
近
世
前
期
の
「
政
治
構
造
が
人
的
関
係
に
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い

た
」
（
一
〇
九
頁
）
と
の
前
提
が
明
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
蜂
須
賀
家
の
場

合
、
縁
戚
の
直
孝
が
類
い
希
な
る
地
位
に
昇
っ
た
こ
と
に
よ
り
家
中
統
制
が

上
手
く
行
き
、
幕
藩
関
係
が
安
定
化
し
た
側
面
が
強
調
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、

直
孝
の
指
南
な
ど
あ
っ
て
も
な
く
て
も
幕
藩
関
係
は
安
定
せ
ざ
る
を
え
な
い

点
に
、
と
り
わ
け
家
光
期
の
本
質
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
な
く
も
な
い
。
「
安

定
化
」
の
中
身
を
問
う
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
こ
よ
う
（
こ
の
点
は
全
体
に
関

わ
る
の
で
後
述
）
。

　
〈
第
4
章
〉
「
近
世
蜂
須
賀
家
に
お
け
る
家
老
政
治
の
成
立
と
展
開
」
は
、

地
方
支
配
機
構
の
整
備
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら
家
老
政
治
の
成
立
と
展
開
を
描

い
た
も
の
で
あ
る
。
参
勤
交
代
に
よ
り
藩
主
が
不
在
に
な
る
た
め
国
許
で
家

老
政
治
が
要
請
さ
れ
た
と
し
、
こ
こ
に
大
名
家
～
般
に
家
老
政
治
が
普
遍
化

し
た
契
機
を
見
出
す
。
そ
し
て
そ
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
「
外
聞
扁
を
気
に

し
、
他
家
と
同
調
す
る
志
向
が
背
景
に
あ
っ
た
と
す
る
。
三
宅
に
よ
れ
ば

「
本
書
に
お
け
る
中
心
的
な
論
点
を
提
示
す
る
」
（
二
五
頁
）
章
と
い
う
こ

と
で
、
ま
さ
に
主
題
の
家
老
政
治
を
真
正
面
か
ら
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第

一
章
で
証
人
制
に
「
家
老
」
家
格
形
成
の
挺
子
の
役
割
を
見
た
よ
う
に
、
本

章
で
は
参
勤
交
代
制
に
家
老
政
治
成
立
の
要
因
を
見
る
。
お
そ
ら
く
参
勤
交

代
制
は
家
老
政
治
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
が
、
結
果
そ
の
よ
う
な
意
義
を
持
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
点
に
、
大

名
側
の
史
料
か
ら
実
態
を
構
築
す
る
三
宅
の
特
徴
が
よ
く
出
て
い
る
。

　
〈
第
5
章
〉
「
藩
政
改
革
の
政
治
構
造
一
躍
政
史
認
識
形
成
の
視
点
か
ら
」

は
、
宝
暦
期
に
家
老
に
次
ぐ
中
老
格
の
賀
嶋
兵
庫
に
よ
っ
て
初
期
藩
政
の
歴

史
が
捉
え
返
さ
れ
、
①
藩
主
の
直
仕
置
、
②
家
老
下
血
と
直
仕
置
の
併
存
、

③
ま
っ
た
く
の
家
老
仕
置
、
の
各
段
階
が
措
定
さ
れ
、
理
想
を
②
と
す
る
観

念
が
以
降
の
寛
政
改
革
な
ど
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

一
つ
の
改
革
時
に
特
定
の
意
図
を
も
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
歴
史
認
識
が
そ
の

後
に
引
き
継
が
れ
、
新
た
な
意
図
の
も
と
で
再
利
用
さ
れ
る
過
程
を
描
く
本

章
は
歴
史
認
識
論
一
般
に
通
じ
る
。
一
～
四
・
七
章
を
は
じ
め
近
世
前
期
の

政
治
史
研
究
で
知
ら
れ
る
三
宅
の
原
点
は
中
後
期
を
扱
っ
た
本
章
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
歴
史
認
識
と
い
う
視
座
は
本
書
に
お
い
て
繭
期
・
中
後
期
を
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橋
渡
し
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
〈
補
論
2
＞
「
「
御
家
」
の
継
承
－
近
世
大
名
蜂
須
賀
家
の
相
続
事
情
」
は
、

賀
鴫
兵
庫
の
見
立
て
に
お
い
て
、
血
筋
の
正
統
性
が
劣
る
藩
主
ほ
ど
「
威

光
」
が
弱
い
と
認
識
さ
れ
て
い
る
事
実
を
突
き
止
め
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま

だ
試
論
に
と
ど
ま
る
感
は
あ
る
も
の
の
、
寛
文
期
ま
で
に
確
立
し
た
は
ず
の

「
家
中
」
な
い
し
「
御
家
」
の
内
実
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
問

う
上
で
も
、
試
金
石
と
し
て
血
統
の
正
統
性
が
劣
る
藩
主
に
注
目
す
る
視
角

は
有
効
で
あ
ろ
う
。
当
面
、
藩
主
が
権
威
化
す
る
と
い
う
指
摘
（
第
一
章
）

と
、
「
威
光
」
が
弱
い
と
見
な
さ
れ
る
藩
主
が
存
在
し
た
と
い
う
事
実
を
、

ど
の
よ
う
に
整
合
し
て
理
解
す
べ
き
か
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
三
宅

も
自
覚
す
る
よ
う
に
、
藩
政
認
識
の
問
題
が
実
態
と
即
応
す
る
か
ど
う
か
、

更
な
る
分
析
が
待
た
れ
る
。

　
〈
第
6
章
〉
「
蜂
須
賀
家
文
書
「
草
案
」
の
構
成
と
伝
来
」
は
、
近
世
前

期
の
歴
代
藩
主
の
書
状
留
め
薩
「
草
案
」
が
天
保
期
に
整
理
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
論
じ
、
各
史
料
の
年
代
を
確
定
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
【
付
表
】

「
蜂
須
賀
家
文
書
門
草
案
し
の
年
代
比
定
」
（
二
七
六
～
二
九
一
頁
）
の
よ

う
な
基
礎
情
報
が
共
有
さ
れ
た
こ
と
で
、
蜂
須
賀
家
研
究
の
み
な
ら
ず
近
世

前
期
政
治
史
研
究
の
環
境
が
一
段
と
整
備
さ
れ
た
感
を
受
け
る
。

　
〈
第
7
章
〉
憎
幕
藩
政
治
秩
序
の
成
立
－
大
名
家
か
ら
み
た
家
光
政
権
」

は
、
身
為
統
制
・
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
・
領
国
統
治
の
重
視
な
ど
を
大
名
に
一

律
に
及
ぼ
そ
う
と
す
る
家
光
政
権
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
た
諸
大
名
が
、
幕
府

に
近
い
親
類
大
名
の
指
導
を
受
け
、
他
家
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
幕

藩
領
主
に
通
絶
す
る
政
治
秩
序
が
成
立
し
た
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
秩
序
に
お
い
て
は
く
江
戸
の
大
名
社
会
〉
と
く
国
許
の
家
老
政

治
〉
と
い
う
江
戸
…
国
許
関
係
に
軸
が
あ
り
、
こ
れ
が
｝
万
石
以
上
1
1
大
名

に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
姿
で
あ
る
と
い
う
。
蜂
須
賀
家
か
ら
分
析
を
開
始
し

た
三
宅
な
り
の
近
世
大
名
家
研
究
の
到
達
点
と
い
え
よ
う
。

　
〈
結
語
〉
「
近
世
大
名
家
の
政
治
秩
序
と
家
老
政
治
」
で
は
「
近
世
大
名

蜂
須
賀
家
の
成
立
」
「
近
世
政
治
秩
序
の
形
成
過
程
－
寛
永
～
寛
文
期
」
「
近

世
政
治
秩
序
の
捉
え
返
し
…
近
世
中
後
期
」
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
、
要

旨
が
簡
潔
に
確
認
さ
れ
る
。

二

　
つ
づ
い
て
本
書
全
体
に
関
わ
っ
て
、
評
者
が
見
出
し
え
た
意
義
と
疑
問
点

に
触
れ
る
。

　
　
・
時
期
設
定

　
実
質
、
慶
長
期
か
ら
宝
暦
期
を
経
て
天
保
期
ま
で
を
も
扱
う
本
書
は
近
世

前
期
と
中
後
期
の
政
治
史
研
究
の
断
絶
を
埋
め
る
試
論
と
も
い
え
る
。
両
者

を
接
着
す
る
役
割
を
果
た
す
の
は
く
第
5
丁
目
で
見
た
藩
政
史
認
識
と
い
う

視
座
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
読
み
乎
は
賀
嶋
兵
庫
の
目
と
三
宅
の
目
の
双
方

を
通
し
て
徳
島
藩
政
に
接
近
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
前
期
と
中
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

期
で
は
分
析
の
手
法
に
相
違
も
感
じ
た
。
と
り
わ
け
前
期
の
論
稿
が
実
態
を

論
じ
、
そ
こ
か
ら
意
識
な
い
し
規
則
を
抽
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

中
後
期
の
論
稿
は
認
識
を
論
じ
、
そ
れ
を
受
け
た
政
治
改
革
の
分
析
へ
と
進

ん
で
い
る
。
構
成
上
、
宝
暦
期
に
賀
嶋
が
認
識
し
た
前
期
の
藩
政
と
、
三
宅

が
成
立
を
見
る
藩
政
の
ど
こ
が
一
致
し
ど
こ
が
一
致
し
な
い
か
が
整
理
さ
れ

な
い
点
は
惜
し
ま
れ
る
。
前
期
の
論
稿
が
強
調
す
る
外
聞
や
江
戸
－
国
許
関

係
と
い
っ
た
論
点
を
継
承
す
る
こ
と
で
、
賀
嶋
の
認
識
を
相
対
化
し
う
る
よ

う
な
中
後
期
の
新
稿
を
期
待
し
た
い
。
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評書

　
　
・
政
治
秩
序

　
書
名
の
通
り
、
本
書
を
近
世
大
名
家
の
政
治
秩
序
（
行
論
で
は
し
ば
し
ば

幕
藩
政
治
秩
序
）
を
論
じ
た
も
の
と
と
る
な
ら
ば
、
政
治
秩
序
と
は
何
か
が

問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
宅
は
こ
れ
を
「
近
世
の
政
治
の
あ
り
方
に

お
け
る
人
々
の
意
識
や
志
向
性
等
、
政
治
構
造
を
規
定
す
る
規
則
性
」
（
二

二
頁
）
と
定
義
す
る
。
こ
の
よ
う
な
定
義
か
ら
評
者
は
若
尾
政
希
『
「
太
平

記
読
み
」
の
時
代
』
（
平
凡
社
、
皿
九
九
九
年
）
の
よ
う
に
、
為
政
観
が
書

物
の
講
釈
を
通
し
て
広
ま
る
と
い
う
指
摘
を
真
っ
先
に
思
い
浮
か
べ
た
が
、

実
際
に
は
家
老
政
治
の
分
析
を
通
し
て
政
治
秩
序
に
迫
ろ
う
し
た
と
こ
ろ
に

本
書
の
特
色
が
あ
る
。
し
か
し
い
う
ま
で
も
な
く
、
家
老
政
治
の
分
析
の
み

で
政
治
秩
序
が
解
明
さ
れ
る
わ
け
は
な
く
、
右
の
よ
う
な
意
味
で
政
治
秩
序

を
問
題
に
し
て
い
る
以
上
、
若
尾
や
、
近
世
大
名
の
「
御
家
」
意
識
・
戦
略

に
注
目
し
た
佐
藤
宏
之
『
近
世
大
名
の
権
力
編
成
と
家
意
識
騙
（
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
～
○
年
）
な
ど
と
の
関
連
性
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
三
宅

に
は
単
な
る
制
度
・
政
治
過
程
史
で
は
な
く
、
意
識
や
志
向
性
を
も
含
め
た

も
の
と
し
て
政
治
秩
序
を
捉
え
る
が
故
の
長
所
を
自
覚
し
、
よ
り
広
い
視
野

か
ら
の
分
析
を
望
み
た
い
。
そ
の
際
、
当
主
と
隠
居
の
関
係
（
第
2
章
）
や

血
筋
の
正
統
性
（
補
導
2
）
と
い
っ
た
家
存
続
の
機
微
に
触
れ
る
よ
う
な
問

題
群
は
引
き
続
き
深
め
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
・
家
老
政
治

　
家
老
政
治
の
成
立
・
展
開
を
描
い
た
研
究
と
し
て
本
書
を
捉
え
る
場
合
、

　
　
　
　
　
　
③

高
野
儒
治
の
指
摘
と
も
関
わ
る
よ
う
に
、
蜂
須
賀
家
の
歴
史
性
が
ど
の
よ
う

に
作
用
す
る
か
と
い
う
観
点
は
欠
か
せ
な
い
。
〈
序
章
〉
で
は
蜂
須
賀
家
が

本
来
の
大
名
護
国
持
大
名
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
検
討
材
料
と
し
て
適
し

て
い
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
し
か
し
家
老
政
治
の
成
立
・
展
開
を
考
え
る

上
で
は
、
藩
主
と
家
老
の
関
係
の
歴
史
的
経
緯
一
一
門
な
の
か
、
付
家
老
な

の
か
、
給
人
な
の
か
一
が
一
義
的
に
重
要
で
あ
り
、
国
持
か
城
持
か
は
本
質

で
は
な
い
。
蜂
須
賀
氏
と
家
老
の
関
係
の
歴
史
性
が
家
老
政
治
に
ど
の
よ
う

に
作
用
し
、
ゆ
え
に
…
般
化
す
る
上
で
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
が
必
要
か
、

読
み
手
に
十
分
な
材
料
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
ま
で
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
な
お
三
宅
は
〈
第
1
章
〉
で
、
元
和
七
年
に
忠
英
の
後
見
を
始
め
た
蓬
庵

が
七
月
～
八
日
付
で
「
組
頭
・
御
鉄
砲
頭
之
面
々
」
に
宛
て
た
も
の
と
し
て

「
覚
」
を
引
用
す
る
（
三
四
～
三
五
頁
）
。
し
か
し
同
内
容
の
も
の
は
同
日

付
で
、
三
宅
が
家
老
層
と
見
な
す
山
田
織
部
（
宗
登
）
に
も
出
さ
れ
て
い
る

　
④

た
め
、
本
「
覚
」
は
よ
り
広
範
な
層
を
対
象
と
し
て
い
る
も
の
と
想
定
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

き
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
　
箇
条
目
に
「
当
家
之
義
為
物
頭
万

　
　
　
ヘ
　
　
へ

可
被
令
沙
汰
覚
悟
尤
候
」
（
ル
ビ
引
用
者
）
と
あ
り
、
蓬
庵
が
家
老
も
含
め

た
層
に
向
か
っ
て
物
頭
の
沙
汰
を
重
視
す
る
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と

の
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
〈
第
四
章
〉
な
ど
に
お
い
て
一
部
言
及
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
本

書
は
家
老
の
も
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
実
務
を
統
括
す
る
組
頭
（
中
老
格
）
の
分

析
が
弱
い
印
象
を
受
け
る
。
こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
寛
永
期
の
薩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
み

摩
藩
政
改
革
が
物
頭
（
与
頭
）
の
創
出
を
目
指
し
た
と
す
る
山
本
博
文
の
成

　
　
　
⑤

果
で
あ
る
。
三
宅
の
分
析
か
ら
、
家
老
が
傭
を
す
べ
き
と
期
待
さ
れ
た
か
は

伝
わ
っ
て
く
る
も
の
の
、
家
老
が
実
際
に
何
を
し
た
か
は
そ
れ
ほ
ど
明
ら
か

で
は
な
い
。
近
世
前
期
の
組
頭
・
中
老
に
期
待
さ
れ
る
役
割
を
よ
り
丁
寧
に

追
う
こ
と
で
、
家
老
が
ど
の
程
度
実
際
に
政
策
立
案
に
関
わ
る
か
や
、
家
老

加
判
の
形
式
化
が
初
発
段
階
か
ら
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
明
瞭
に
な
り
、
さ
ら

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
は
宝
暦
期
の
中
老
賀
嶋
が
な
ぜ
彼
な
り
の
藩
政
史
認
識
を
持
つ
に
至
っ
た

か
も
鮮
明
に
な
ろ
う
。
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・
国
持
大
名
の
主
体
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
本
書
最
大
の
面
白
み
は
、
笠
谷
が
「
「
国
持
」
大
名
論
考
」
で
論
じ
る
意

味
で
独
立
性
の
強
い
は
ず
の
国
持
大
名
が
、
そ
の
実
、
外
聞
を
気
に
し
て
横

並
び
を
志
向
し
、
幕
閣
に
連
な
る
親
類
を
頼
り
、
将
軍
の
意
向
・
婦
み
を
過

敏
に
伺
っ
た
り
す
る
な
ど
、
繊
細
で
気
に
し
す
ぎ
る
性
質
が
あ
っ
た
こ
と
を

論
じ
た
点
に
あ
る
。
何
か
と
幕
府
の
意
向
を
伺
う
こ
と
を
井
伊
直
孝
や
松
平

焦
思
ら
幕
閣
に
近
い
存
在
の
人
物
が
た
し
な
め
た
り
す
る
（
第
三
章
）
な
ど
、

こ
の
よ
う
な
国
持
大
名
の
あ
り
方
は
幕
閣
に
連
な
る
層
か
ら
見
て
、
時
に
好

ま
し
く
な
か
っ
た
と
も
い
う
。
三
宅
は
こ
れ
を
「
幕
藩
関
係
の
あ
り
方
が
見

直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
」
（
一
三
五
頁
）
事
例
と
興
味
深
い
評
価
を
し
て

み
せ
る
だ
け
に
、
見
直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
幕
藩
関
係
の
中
身
が
何
で
、

そ
の
よ
う
な
見
直
し
の
動
き
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
る
か
に
つ

い
て
明
示
さ
れ
な
い
の
は
惜
し
い
。

　
そ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
三
宅
が
ど
こ
に
力
点
を
置
い
て
幕
藩
（
と
り
わ

け
圃
持
大
名
）
関
係
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
王
宅

の
念
頭
に
あ
る
の
は
門
個
別
藩
政
の
事
情
と
徳
川
政
権
の
志
向
性
、
そ
の
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

治
的
諸
関
係
に
よ
る
と
こ
ろ
の
相
互
作
用
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
い
く
は
ず
の
、

幕
藩
領
主
に
共
通
す
る
政
治
秩
序
」
（
二
二
頁
、
ル
ビ
引
用
者
）
で
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
徳
川
政
権
の
志
向
性
が
個
別
藩
政
に
影
響
す
る
局
面

は
描
か
れ
て
も
（
特
に
第
七
章
）
、
個
別
藩
政
の
事
情
が
徳
川
政
権
の
志
向

性
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
局
面
を
明
確
に
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
同

じ
一
七
世
紀
を
扱
っ
た
も
の
で
も
、
例
え
ば
吉
村
が
参
勤
交
代
の
制
度
化
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

背
景
に
細
川
氏
の
献
策
を
見
た
の
に
比
べ
て
、
蜂
須
賀
氏
を
主
に
取
り
上
げ

た
三
宅
の
描
く
国
持
大
名
の
姿
は
受
け
身
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
点
は
三
宅
の
分
析
視
角
と
い
う
よ
り
、
阿
波
・
淡
路
に

所
領
を
持
つ
蜂
須
賀
家
の
立
ち
位
置
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

キ
リ
シ
タ
ン
の
問
題
や
沿
岸
防
備
と
い
っ
た
家
光
政
権
の
最
重
要
課
題
に
、

真
正
面
か
ら
自
ら
の
存
立
に
も
関
わ
る
問
題
と
し
て
主
体
的
に
取
り
組
ま
ざ

る
を
え
な
い
九
州
大
名
と
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
あ
く
ま
で
も
世
間
体
を
気

に
す
る
蜂
須
賀
家
（
三
〇
五
頁
）
の
差
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
に
思
う
の

で
あ
る
。

　
む
ろ
ん
そ
の
よ
う
な
差
が
あ
る
と
し
て
も
、
家
老
政
治
が
一
律
に
展
開
す

る
と
い
う
の
が
三
宅
の
意
図
で
あ
り
成
果
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
蜂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

須
賀
家
の
よ
う
な
国
持
大
名
が
い
わ
ば
主
体
的
に
従
属
し
て
い
く
こ
と
（
三

宅
に
い
わ
せ
れ
ば
幕
藩
関
係
の
安
定
化
か
）
の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
、
「
御
家
」
存
続
へ
の
執
念
は
も
ち
ろ
ん
、
横
並
び

で
は
な
く
他
家
に
抽
ん
で
よ
う
と
す
る
志
向
性
と
も
関
連
づ
け
て
考
え
る
視

座
が
欲
し
い
。
幕
府
へ
の
過
度
の
擦
り
寄
り
と
、
大
大
名
と
し
て
の
自
負
、

一
見
矛
盾
す
る
か
に
見
え
な
く
も
な
い
こ
れ
ら
二
要
素
は
、
他
大
名
に
少
し

で
も
抽
ん
で
よ
う
と
す
る
志
向
に
媒
介
さ
れ
る
こ
と
で
併
存
す
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
が
家
中
全
体
に
共
有
・
再
生
産
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、

三
宅
の
い
う
藩
政
確
立
の
到
達
点
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
本
書
は

横
並
び
を
強
調
す
る
分
、
国
持
大
名
な
い
し
そ
の
家
中
と
し
て
の
自
己
主
張

の
面
を
捨
象
し
た
点
に
は
物
足
り
な
さ
が
残
る
。

　
以
上
、
蜂
須
賀
家
を
主
な
事
例
に
し
な
が
ら
近
世
大
名
全
体
を
見
通
そ
う

と
し
た
三
宅
の
意
欲
作
を
前
に
、
雑
駁
な
感
想
を
重
ね
て
き
た
。
書
名
に
蜂

須
賀
と
い
う
語
を
用
い
な
か
っ
た
三
宅
の
思
い
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
　
一

方
で
個
別
性
か
ら
共
通
性
を
見
る
こ
と
の
難
し
さ
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
も
そ
も
と
あ
る
事
象
が
個
別
の
も
の
で
あ
る
か
共
逓
の
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も
の
で
あ
る
か
、
そ
の
判
断
基
準
を
ど
の
よ
う
に
担
保
し
た
ら
よ
い
か
。
こ

れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
問
題
提
起
と
し
て
も
、
本
書
は
今
後
の
藩
政
史
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
お
い
て
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
藩
を
語
る
前
提
と
し
て
大
名
家
の

政
治
秩
序
を
…
通
り
描
い
た
三
宅
が
、
今
後
い
か
に
藩
そ
の
も
の
を
総
体
と

し
て
語
っ
て
く
れ
る
の
か
、
次
作
へ
の
期
待
は
膨
ら
む
ば
か
り
で
あ
る
。

　
①
藤
尾
隆
志
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
幅
二
四
六
（
二
〇
一
四
）
、
福
田
千
鶴
『
日
本
史
研

　
　
究
睡
六
二
九
　
（
二
〇
一
五
）
、
根
灘
「
寿
夫
『
麻
出
史
野
計
弥
醐
富
七
入
六
（
二
〇
一
五
）
、

　
　
高
野
信
治
噸
歴
史
学
研
究
㎞
九
三
六
（
二
〇
一
五
）
な
ど
。

　
②
吉
村
豊
雄
㎎
近
世
大
名
家
の
権
力
と
領
主
経
済
袖
（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
～

　
　
年
）
。

　
③
高
野
信
治
「
領
主
結
集
と
幕
藩
制
一
三
宅
正
浩
報
告
「
幕
藩
政
治
秩
序
の
成

　
　
立
」
に
接
し
て
」
（
噸
日
本
史
研
究
㎞
五
八
二
、
二
〇
一
｝
年
）
。

　
④
徳
島
城
博
物
館
編
噸
蜂
須
賀
三
代
正
勝
・
家
政
・
至
鎮
㎞
（
二
〇
一
〇
年
）
。

　
⑤
山
本
博
文
㎎
幕
藩
制
の
成
立
と
近
世
の
国
制
㎞
（
校
倉
書
蕩
、
一
九
九
〇
年
）
。

　
⑥
笠
谷
和
比
古
㎎
武
家
政
治
の
源
流
と
展
開
㎞
（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
＝
年
）
。

　
　
笠
谷
は
国
持
大
名
が
、
儀
礼
上
の
格
式
・
政
治
的
権
能
・
領
地
領
有
権
の
あ
り
方

　
　
の
各
点
に
お
い
て
、
一
般
大
名
と
隔
絶
し
た
地
位
と
格
式
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
。

　
⑦
注
②
荊
掲
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
A
5
判
　
三
四
六
頁
　
二
〇
一
四
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
倉
轡
房
　
税
別
一
〇
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
歴
史
博
物
館
学
芸
員
）
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